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【低学年テーマ】 

１・２年合同 単元学習 

「身近な人・身近な動植物」 

～人となかよく しぜんとなかよく～ 

【中学年テーマ】 

３・４年合同 単元学習 

「地域の魅力発信」「身近な自然環境と環境問題」 

～わたしたちの残堀川～ 

【高学年テーマ】 

５・６年合同 単元学習 

「里山学習」「武蔵村山市の未来」 

～わたしたちの里山～ 

教育目標 「やる気いっぱい・笑顔いっぱい・力いっぱい」 

【新学習指導要領が目指す学び】 

○ 新しい時代に必要となる資質・能力の育成 

・ 知識及び技能 

・ 思考力・判断力・表現力等 

・ 学びに向かう力、人間性等 

○ 主体的・対話的で深い学びの視点から学習過程の改善 

○ 習得と探究のサイクルを軸とした学習活動の充実 

武蔵村山市教育委員会 武蔵村山市第二次まちづくり基本方針 

「まちづくり学習の推進」 

【持続可能な社会づくりのための教育（ESD）は新学習指導要領全体の基盤となる理念】 

地域資源・人材等を活用した教育活動を通して、新たな学びの実現を目指す 

○ 本校の考える持続可能な社会づくりのための課題解決に必要な「６つの能力・態度」 

 ア 環境や社会の仕組みを理解する。 

  イ 目的に応じた学び方を身に付ける。 

  ウ 課題を捉え、自己の考えをもち、判断し解決する。 

  エ 価値を見出し、思いや考えを伝える。 

  オ 人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる。 

  カ 他者と協力して、よりよい社会をつくろうと行動する。 

【本校の児童の実態】 

○ 地域の人・自然・社会を生かした特色ある教育活動を通

して、学ぶ意欲を身に付けている。 

○ 仲間と協力して、課題を解決しようとする児童が多い。 

〇 地域の遊び場や自然に親しんでいる児童が多い。 

〇 地球温暖化や武蔵村山市のゴミ問題などの、環境問題に

関心をもっている児童が少なくない。 

● 基礎・基本的な学力が身に付いていない。 

● 課題の設定→習得→探究→まとめ→発信といった問題解

決型の学習に取り組むことが難しい。 

● 自ら考え、判断し、行動する主体的な学習活動の経験が

少ない。 

● 課題を解決するために、自分の考えを積極的に伝えたり、

地域で活動したりしていこうとする態度が十分に育ってい

ない。 

● 身の回りの物や、動植物を大切にしようとする実践意欲を

育む必要がある。 

研究主題 

武蔵村山市まちづくり学習の充実 

～ファシリテーションを活用した、習得と探究のサイクル～ 

【研究仮説】 

個別の時間を活用して習得段階での学びの質を高めたり、ファシリテーションの側面から深い学びができる環境づくりを充実させ

たりすることで、自身の学びを SDGs や未来と繋げて捉え自己の課題として解決するために、習得と探究のサイクルを回しながら学

び続けていこうとする児童が育成できるのではないか。 

〇 自己の課題として行動する（実践する）力の育成 → 新しい時代に必要となる資質・能力の育成（各学年の６つの能力・態度 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識及び技能】（何を理解しているか・何ができるか） 

ア 環境や社会の仕組みを理解する。 

イ 目的に応じた学び方を身に付ける。 

【思考力・判断力・表現力等】（理解していること、できることをどう使うか） 

ウ 課題を捉え、自己の考えをもち、判断し解決する。 

          エ 価値を見出し、思いや考えを伝える。 

 

【学びに向かう力、人間性等】（どのように人・自然・社会と関わり、よりよい人生を送るか） 

オ 人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる。 

          カ 他者と協力して、よりよい社会をつくろうと行動する。 

 

【個別の時間】 

40 分 週２～４時間 国・算・理・社・総 

【ファシリテーションの捉え】 

習得から探究の段階まで、学習活動全体を包括する 

基盤とする。  

【SDGs】 

各単元計画との関連（カリキュラム・マネジメント図）

図） 

・ 主体的・対話的で深い学び 

・ 問題解決的な学習（話合い、協力、協働的な学び） 

・ 思考ツールの活用⇔オープンクエスチョン/ホワイトボードミーティング© 

・ 記録の積み重ね 

（ポートフォリオ、e ポートフォリオ、ルーブリック＋ウェビングマップ３回） 

・ 自己のテーマ設定 課題との関連 


